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　幼児期は心身の発達が著しい時期である。音に関しては胎児の時から影響を受けるとされているが、歌
唱や楽器を使用することのできる幼児期に「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」の５領域を、いか
にして音楽を通して総合的に指導することができるか。保育者の資質向上を目指すための音楽的学習方法
を考察する。
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Ⅰ、はじめに
　『保育とは、その名の通り保育園（所）や幼稚園
において、専門の教養を修め資格を持った保育者
による乳幼児の保護と養育を称する。』１）とある。
　その専門の教養の１つとして大切なものはピア
ノ技術である。保育者のピアノ技術が乏しいと表
現を楽しむことも困難である。実際短期大学保育
学科に入学してからピアノを始める学生も少なく
ない。２年間でバイエル～ソナチネ、童謡を複数
曲こなすにはかなりの努力が必要である。保育者
に必要な基礎のピアノ指導と、音楽的表現につい
て述べる。
Ⅱ、基礎のピアノ指導
・椅子の高さ、鍵盤との距離が適切であるか。
　椅子の高さは、肘と床が平行になるようにする。
また鍵盤との距離であるが、楽譜にしがみつくあ
まりに鍵盤に近づきすぎる学生をよく見かけるが、
これでは手首が下がってしまい、指くぐりや和音、
黒鍵を弾くことも困難になり、リズム感や音楽的
表現も損なわれる。
・手の形
　手の形は、ピンポン玉を軽く握るように指を曲
げ、そのまま力を抜いて鍵盤に置き、手の甲は平
らに保つ。指が伸びている状態では、力が入って
しまいスムーズに指が動かないばかりでなく、柔
らかい曲を表現することが出来ないので、指を軽
く曲げることは、ピアノを演奏する際の基本であ
る。また弾く時は手首を振らないように気を付け
る。練習方法としては、机などの平らな所で手の
形をつくり、手首を動かさずに１本１本の指を動
かす。これは保育現場において必要な、幼児をひ
きつけるための演奏表現である確実なタッチを身
につけるために有効な訓練である。
・楽譜を正しく読めているか。
　曲を弾き始める時、音を読むことばかりに気を
とられがちであるが、楽譜の中に記されているこ
とを忠実に読み取らなくてはならない。
　何分の何拍子の曲であるか、何調の曲であるか
をまず認識する。スタッカートやスラー、臨時記
号は見落としていないか、そして大切なことは、
音符や休符の長さを正確に演奏することである。
安定したテンポ、正確なリズムで演奏するために、
本校では必ず足で拍子をとるよう指導している。
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・正しい指使い
　特にピアノ初心者の学生にとって運指は非常に
大切である。不自然な運指は練習の効率を下げる
だけでなく、フレーズ感も損なわれる。不自然な
指くぐり、また１の指で黒鍵を弾くことをなるべ
く避けるなど、合理的な指使いを指導することが
大切である。練習の効率を上げるために本校では、
教則本（特にバイエル）、童謡ともに最初に指番号
を記入するよう指導している。
Ⅲ、 幼稚園教育要領２）から見た童謡による音楽的
表現指導
幼稚園教育要領の領域は次のように記されている
健康
[ 健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつ
くり出す力を養う ]
人間関係
[ 他の人々と親しみ、支え合って生活するために、
自立心を育て、人とかかわる力を養う ]
環境
[ 周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもってかか
わり、それらを生活に取り入れていこうとする力
を養う ]
言葉
[ 経験したことや考えたことなどを自分なりの言葉
で表現し、相手の話す言葉を聞こうとする意欲や
態度を育て、言葉に対する感覚や言葉で表現する
力を養う ]
表現
[ 感じたことや考えたことを自分なりに表現するこ
とを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創
造性を豊かにする ]
　また本学園音楽教室顧問東保氏は、『幼児期にお
いては、知的発達よりも、情緒的、体力的発達に
教育の重点が置かれるべきだと考えられる。なか
でも音楽は情操教育のみならず、身体作りの健康
面においても大変重要な役割を担っている。そし
てその中心をなすものは歌（童謡）ではないだろ
うか。』３）と述べている。
　童謡には【生活と行事のうた】【季節のうた】【動
物のうた】【手遊び】などがあるが、これらは、幼
稚園教育要領の表現の領域のみならず、すべての
領域において関わりがある。
　【生活と行事のうた】では、「おはよう」「おかた
づけ」「おべんとうのうた」などがあるが、これら
は生活に必要な習慣や、健康な心と体を育てるた
めの食習慣を身につけるという健康の領域に深く
関わりがある。
　【季節のうた】【動物のうた】では、身近な自然
に関心をもち、動植物に親しみをもち生命の尊さ
に気付くことをねらいとしている環境の領域とも
深く関わっている。
　したがって保育者は、５つの領域を総合的に理
解し、表現しなければならない。曲や歌詞を理解し、
幼児が心を弾ませたり優しい気持ちになったり、
楽しい行事を思い浮かべたりする様子を想像でき
るよう、保育者も多くのことに興味を持ち、経験し、
豊かな音楽表現が出来るよう努力しなければなら
ない。
　童謡の詩を例にあげて説明する。
おなかのへるうた
 阪田寛夫　作詞
どうしておなかが　へるのかな
けんかをすると　へるのかな
なかよくしてても　へるもんなー
かあちゃん　かあちゃん
おなかとせなかが　くっつくぞ
どうしておなかが　へるのかな
おやつをたべないと　へるのかな
いくらたべても　へるもんなー
かあちゃん　かあちゃん
おなかとせなかが　くっつくぞ
　お腹を空かした子どもが「どうしておなかがへ
るのかな」と疑問に思う。「けんかをするとへるの
かな」「おやつをたべないとへるのかな」と、考える。
いや、「なかよくしててもへるもんなー」「いくら
たべても（時間が経つと）へるもんなー」と自問
自答の末、「かあちゃん」に「おなかとせなかがくっ
つく」ぐらい、お腹が空いたと訴えている。
　保育者は、疑問に思っているフレーズは少しお
どけた様子で、考えているフレーズは mp で表現し、
「かあちゃん」に訴えるフレーズは mf ～ mp ～ｆ
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と強弱をつけて表現し、とてもユーモラスで楽し
い歌であることを伝え、幼児に、生活の中でイメー
ジを豊かにし、表現を楽しむよう、工夫しなけれ
ばならない。
Ⅳ、おわりに
　保育者は、幼児期が心身の発達が著しい時期で
あることを十分理解し、資質向上を目指さなくて
はならない。ピアノ技術については、基礎をしっ
かり身に付け、読譜力を高め、保育の現場で責任
ある指導を行えるよう、努力すべきである。
　また幼稚園教育要領の領域を十分理解し、幼児
の「生きる力」を育むため、あらゆる側面から総
合的に指導するよう留意しなければならない。
　インターネット社会である昨今、自然や音楽を
生で触れる機会が減少しているが、領域の表現に
示されているように、幼児期はいろいろなものの
美しさに触れたり、生活の中で様々な音、色、形、
手触り、動きなどに気付いたり楽しんだりするこ
とが盛り込まれている。学生は進んで自然に触れ、
生の音楽を聴き、自然の音や香りに気付き、感性
と豊かな表現力を身につけることが大切である。
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